
 

神戸市新型コロナウイルス感染症対策本部 

本部員会議（第 12 回） 
 

日時：令和２年７月 31 日(金)13:30～ 

場所：市役所１号館 14 階大会議室 

 

議 事 次 第 

 

１．報告事項 

 ○危機管理部 

 ○健康部 

 

 

２．市長指示 

※報道機関は退出願います。 

 

 

３．対応方針 

○健康部 

○危機管理部 

○学校部 

○こども家庭部 

○福祉部 

○文化スポーツ部 

○行財政部 

 

 

４．その他 

 〇消防部 

 〇健康部 

 

 

 

 

 

 

 

【お願い】 
Web 会議の円滑な進行のため、発言される際は所属等を名乗ってください。 
また、大きな声ではっきりと発言してください。 

 

193309
テキストボックス

193309
テキストボックス



ホームページでの掲載件数（新型コロナウイルス感染症）

7月30日17時 時点
検査件数総数 7,551

陽性患者総数 428

うち市外在住者 25

市内在住陽性患者総数

403 聞き取り済み（追加情報済み）件数

403 死亡
退院・

治癒確認

84 軽症・中等症 重症

82 2

※ 入院・入居中…宿泊療養に移行した人を含みます。
※ 治癒確認…検査で病原体を保有していないことが確認できた人（他疾患で入院中の人を含む）

入院・入居中

12 307
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現在の感染状況と医療提供体制・検査体制について 

 

１．現在の感染状況 

・7 月 30 日（木）12 時現在、感染者数の累計は 428 人。直近２週間で新規感染

者数は増加傾向にある。（７月 10日～16 日：15 人,７月 17～23 日：55 人,７月 24～30 日：66 人） 

 ・６月 23 日（火）から７月 30 日（木）までの患者の感染経路については、現段

階で約 60％が把握できている。今後、保健所の積極的疫学調査により、患者の

行動歴や接触歴等から感染経路がさらに判明する見込み。 

 ・20 代中心に感染が拡大していたが、直近 1 週間では中高年にまで感染が広が

ってきており、特に 60 代以上は 1.8％(１人)から 19.7％(13 人)と増加傾向に

ある。 

 

 

２．医療提供体制について 

（１）医療提供体制の現状 

入院が必要な患者については、適切な感染予防策が取れる市内医療機関へ入院す

るとともに、軽症または無症状の患者については、医師の判断により宿泊療養施設

に入所している。 

日 付 入院者数 
 宿泊療養施設 

入所者数 

合計 

(入院+入所) 重症者数 

７月 24 日 21 人 ０人 28 人 49 人 

７月 30 日 29 人 ２人 24 人 53 人 

増減(30日-24日) ＋８人 ＋２人 △４人 ＋４人 
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（２）入院医療機関の確保 

県策定の対処方針にて示されているフェーズに応じて、感染症指定医療機関であ

る中央市民病院及び適切な感染予防策が取れる市内医療機関の連携のもと確保。 

（参考）兵庫県対処方針（７月 16 日改定）におけるフェーズに応じた本市の入院医療体制 

  感染小康期 感染警戒期 感染増加期 感染拡大期 1 感染拡大期 2 

県 

新規感染者数 

過去 1週間 

の 1日平均 

10 人未満 10 人以上 20 人以上 30 人以上 40 人以上 

運用病床数 

うち重症 

200 床 

（40 床） 

300 床 

（50 床） 

400 床 

（70 床） 

500 床 

（90 床） 

650 床程度 

(120 床程度) 

市 
市内運用病床数 

うち重症 

50 床 

（16 床） 

70 床 

（16 床） 

100 床 

（34 床） 

120 床 

（39 床） 

160 床 

（51 床） 

 

（３）宿泊療養施設の確保 

  医療機関の負担を軽減し、新たな入院患者の病床を確保するため、協議済の市

内ホテルにおいて開設準備を進めるとともに、さらなる施設の確保に向け協議中。 

 施 設 名 開設日 
入居可能 

人数 

入居者数 

(7.30 現在) 
契約期間 

株式会社ニチイ学館 

ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞｾﾝﾀｰ宿泊棟 
4 月 11 日 100 名  24 名 今年度末まで 

市内ホテル【協議済】 
協力要請から５日以

内に運用開始 
約 110 名  協議済 

※ホテルパールシティ神戸については、令和２年７月 30 日(木)契約満了 

 

３．PCR 検査体制について 

現在、市内で一日あたり最大 462 検体の検査体制を確保。今後、シスメックス検

査センターにて機器の追加導入が予定されており、９月中に最大 562 検体の検査体

制を構築できる見込み。 

検査機関名 検査能力 
最大検査数 

（７月 27日） 
備考 

環境保健研究所 142 検体 64 検体  

シスメックス検査センター 約 100 検体 
26 検体 9 月中に検査体制拡充予定 

(最大 100→最大 200 検体) 

市内医療機関 約 200 検体 168 検体  

医師会設置 検査センター 約 20 検体 14 検体  

合 計 約 462 検体 272 検体 9月中に最大562検体に拡充予定 
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４．積極的検査の実施状況 

国基準（濃厚接触者）を超え、健康観察対象者に対し積極的検査を実施 
 

（集計期間：６月 23 日（火）から７月 30 日（木）まで） 

検査対象 検査数 （内訳）施設区分 備考 

濃厚接触者 約 150 件 

医療機関７件,学校 82 件,福

祉・保育施設 56 件,その他５

件 

国基準による検査 

健康観察対象者 約 1,030 件 

医療機関428件,学校502件,

福祉・保育施設 93 件,その他

７件 

国基準を超えた積極的検査 

合 計 約 1,180 件   
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新型コロナウイルス感染症対策における神戸市の対応方針 ―第９弾― 

～感染拡大期への対応～ 

 

令和２年７月３１日 

 

 

新型コロナウイルス感染症について、東京都をはじめとする首都圏だけでな

く、大阪府を中心とした関西圏においても新規感染者数は増加してきており、さ

らに愛知県、福岡県などの大都市圏においても増加が進み、全国的にも新規感染

者の拡大が進んできている。 

兵庫県下においても新規感染者の増加により、兵庫県の定める「感染拡大期１」

に入った。 

これを受けて本市においては、with コロナの中で市民生活・経済活動との両

立を図りながら、再度の感染拡大に適切に対応していくため、「神戸市新型コロ

ナウイルス感染症警戒本部」を改組し、「神戸市新型コロナウイルス感染症対策

本部」を設置した。 

「感染警戒期における備え」の段階から「感染拡大期において適切に対応する

ための方針」を確実に実施するため、庁内における保健所等への新型コロナウイ

ルス感染症対策の応援体制を最優先で構築するなど、拡大期に対応した医療・検

査・相談体制を確保していくことが必要である。 

 このため、国及び県の動向も踏まえ、本市として当面、以下の措置を講ずるこ

ととする。 

 

１．医療提供体制の確保 

新型コロナウイルス感染症の再度の感染拡大期に十分対応することができる

よう、患者の最大推計値に対応する新たなフェーズにおいて、ＩＣＵなどの重

症者用51床を含む約160床を、感染症指定医療機関である中央市民病院及び適

切な感染予防策がとれる市内医療機関の連携のもと確保する。また、軽症ある

いは無症状の患者に対応するための宿泊療養施設について、必要室数が速やか

に確保できるようにするなど万全の準備を進める。 

また、帰国者・接触者外来と神戸市電話相談窓口等については、引き続き継

続して行う。 

高齢者を中心に気温上昇に伴う熱中症の増加が懸念される中、新型コロナウ

イルス感染症の医療提供体制を確保するためにも、公共施設における給水機の

設置、学校におけるスポットクーラーの増設などの対策により、十分な水分補

給や冷房使用の徹底した呼びかけを引き続き継続して行う。 
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また、医療従事者や感染者、その家族に対する不当な偏見や差別を防止する

ための啓発を進めるとともに、相談体制を継続する。 

 

２．検査体制・情報収集体制の確保 

市が実施する検査に加え、官民連携による検査機関や市医師会による検査セ

ンターの活用等により、一日最大462検体のPCR検査体制を確保しており、今後

体制を強化し、９月には、562検体の検査体制とする。 

症状がある者や濃厚接触者に加え、医療機関、福祉施設並びに学校園におい

ては、感染拡大防止の観点から、積極的にPCR検査を行える体制を構築してい

る。あわせて、抗原検査による迅速診断を積極的に活用する。 

また、中央市民病院との連携のもと、すでに実施した抗体検査の結果の比較

など、市内の感染状況を定期的に検証するため、抗体検査を活用する。 

医療機関や高齢者・障害者施設など感染クラスターが発生するリスクの高い

施設については、感染防止策の徹底とともに、施設内での感染発生等の早期の

覚知・対応体制をさらに強固のものとする。 

 

３．感染拡大防止の取り組みの周知 

市民・事業者に対して以下について呼びかける。 

 ①日頃から３つの「密」（密閉、密集、密接）が発生する場所を徹底して避け

ること 

 ②手洗い・手指の消毒、咳エチケット、こまめな換気を徹底すること 

③発熱がなくとも、せき等の風邪症状がある場合は、外出を控えること 

④大人数での会食や飲み会を避けること 

⑤大声を出す行動（飲食店等で大声で話す、カラオケやイベント、スポーツ観

戦で大声を出すなど）を行わないこと 

⑥業種毎の感染拡大予防ガイドライン等に基づく感染防止対策（換気、人数制

限など）がなされていない施設等への出入りを控えること 

⑦在宅勤務を引き続き推進するとともに、職場に出勤する場合でも、ローテー

ション勤務、時差出勤、自転車通勤等、人との接触を低減する取り組みの推

進すること 

⑧業種や施設の種別ごとの感染拡大予防ガイドラインに基づく感染防止対策

を徹底すること 

⑨施設・イベント等での「兵庫県新型コロナ追跡システム」の積極的な登録お

よび市民への QR コード読み込みの呼びかけを実施するほか、新型コロナウ

イルス接触確認アプリ「COCOA」の登録を呼びかけること 
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４．市立学校園 

児童生徒等や教職員の登校園前・出勤前の検温および健康観察など、感染防止

対策の取り組みを徹底しながら教育活動を行っていく。 

感染者が発生した学校園においては、濃厚接触者や健康観察対象者に対して

自宅待機や PCR 検査を実施することなどにより、更なる感染拡大を防止する。 

 

５．保育所・学童保育施設等 

体調不良者について出勤・登園等させないなど、各施設における感染拡大防止

の取り組みを徹底したうえで運営を継続する。 

 

６．社会福祉施設等 

各施設に対して、感染防止対策の徹底を図るとともに、感染者が発生した場合

を想定した対応方針をあらかじめ確認しておくよう周知する。 

また、万が一、施設内で感染者が発生した場合、更なる感染拡大を招かないよ

う、保健所の指導に基づく感染封じ込めを確実に実施する。 

 

７．市有施設等の対応 

神戸文化ホール、神戸国際会議場、神戸国際展示場、その他市有施設について、 

感染拡大予防のための業種別ガイドライン等に則した感染防止策を徹底するな

ど、感染防止のために必要な措置を講じた上、収容人員の制限を 5 ,000 人以

下、かつ収容人員の半分以下とすることを、当面 8月 31 日まで継続する。 

なお、主催者に対して、全国的な移動を伴うイベント又はイベント参加者が

1,000 人を超えるようなイベントについては、兵庫県に事前に相談するように促

す。 

 

８．イベント等 

市主催イベントや会議等については、感染拡大予防のための業種別ガイドラ

イン等に則した感染防止策を徹底するなど、感染防止のために必要な措置を講

じた上、当面８月 31 日まで以下の対応を継続する。 

・屋内、屋外ともに 5,000 人以下 

・上記人数要件に加え、屋内にあっては収容定員の半分程度以内の参加人数にす

ること。屋外にあっては人と人との距離を十分に確保するできること（できる

だけ２ｍ）。 

なお、全国的な移動を伴うイベント又はイベント参加者が 1,000 人を超える

ようなイベントについては、兵庫県に事前に相談する。 
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９．庁内勤務体制 

在宅勤務制度やフレックスタイム制等の活用を推進するほか、発熱等症状が

ある場合は出勤を控えるなど、感染予防対策の徹底を図る。 

また、感染拡大期に適切に対応するため、庁内における必要な部門への応援を

随時強化する。 

 

10．備蓄物資の確保等 

感染再拡大や複合災害に適切に対応するため、必要な備蓄物資の在庫数量・必

要数量を把握の上確保するとともに、市民への備蓄品の確保を呼びかける。 

また、災害時の避難所運営においても、３密を避けた避難スペースの確保をは

じめ感染予防の徹底を図る。 



令和２年７月 31 日 

 

健康局新型コロナ対策本部の体制強化 

 

応援体制（前回ピーク時の応援体制を考慮した予定人数） 

 ～７/29  ７/31  8/11～ 

全体調整班 １名  

 

⇒ 

39 名 

増員 

５名  

 

⇒ 

14 名 

増員予定 

７名 

保健所支援班 ５名 ６名 １１名 

宿泊療養班 ３名 ４名 １１名 

病院支援班 １名 １名 １名 

検査班 ２名 ５名 ５名 

データ解析班 ０名 ３名 ３名 

各区 

保健センター 

６名 ３３名 ３３名 

 合計 １８名 ５７名 ７１名 

 

 



 

 

市民の皆さまへ（市⾧メッセージ） 

 

新型コロナウイルス感染症について、東京都をはじめとする首都

圏だけでなく、大阪府を中心とした関西圏においても新規感染者数

は増加してきており、さらに愛知県、福岡県などの大都市圏において

も増加が進み、全国的にも新規感染者の拡大が進んできています。 

兵庫県下においても新規感染者の増加により、兵庫県の定める「感

染拡大期１」に入りました。 

これを受けて本市においては、with コロナの中で市民生活・経済

活動との両立を図りながら、再度の感染拡大に適切に対応していく

ため、「神戸市新型コロナウイルス感染症警戒本部」を改組し、「神戸

市新型コロナウイルス感染症対策本部」を設置しました。 

「感染警戒期における備え」の段階から「感染拡大期において適切

に対応するための方針」を確実に実施するため、庁内における保健所

等への新型コロナウイルス感染症対策の応援体制を最優先で構築す

るなど、拡大期に対応した医療・検査・相談体制を確保していくこと

が必要です。 

 このため、本市として当面、以下の措置を講じてまいります。 



 

 

１．医療提供体制の確保 

新型コロナウイルス感染症の再度の感染拡大期に十分対応するこ

とができるよう、患者の最大推計値に対応する新たなフェーズにお

いて、ＩＣＵなどの重症者用51床を含む約160床を、感染症指定医

療機関である中央市民病院及び適切な感染予防策がとれる市内医療

機関の連携のもと確保します。また、軽症あるいは無症状の患者に

対応するための宿泊療養施設について、必要室数が速やかに確保で

きるようにするなど万全の準備を進めます。 

また、帰国者・接触者外来と神戸市電話相談窓口等については、

引き続き継続して行います。 

高齢者を中心に気温上昇に伴う熱中症の増加が懸念される中、新

型コロナウイルス感染症の医療提供体制を確保するためにも、公共

施設における給水機の設置、学校におけるスポットクーラーの増設

などの対策により、十分な水分補給や冷房使用の徹底した呼びかけ

を引き続き継続して行います。 

また、医療従事者や感染者、その家族に対する不当な偏見や差別

を防止するための啓発を進めるとともに、相談体制を継続します。 

 



 

 

２．検査体制・情報収集体制の確保 

市が実施する検査に加え、官民連携による検査機関や市医師会に

よる検査センターの活用等により、一日最大462検体のPCR検査体

制を確保しており、今後体制を強化し、9月には、562検体の検査体

制とします。 

症状がある者や濃厚接触者に加え、医療機関、福祉施設並びに学

校園においては、感染拡大防止の観点から、積極的にPCR検査を行

える体制を構築します。あわせて、抗原検査による迅速診断を積極

的に活用します。 

また、中央市民病院との連携のもと、すでに実施した抗体検査の

結果の比較など、市内の感染状況を定期的に検証するため、抗体検

査を活用します。 

医療機関や高齢者・障害者施設など感染クラスターが発生するリ

スクの高い施設については、感染防止策の徹底とともに、施設内で

の感染発生等の早期の覚知・対応体制をより強固なものとします。 

 

３．感染拡大防止の取り組みの周知 

市民・事業者に対して以下について呼びかけてまいります。 



 

 

①日頃から３つの「密」（密閉、密集、密接）が発生する場所を徹底

して避けること 

②手洗い・手指の消毒、咳エチケット、こまめな換気を徹底するこ 

と 

③発熱がなくとも、せき等の風邪症状がある場合は、外出を控えるこ

と 

④大人数での会食や飲み会を避けること 

⑤大声を出す行動（飲食店等で大声で話す、カラオケやイベント、ス

ポーツ観戦で大声を出すなど）を行わないこと 

⑥業種毎の感染拡大予防ガイドライン等に基づく感染防止対策（換

気、人数制限など）がなされていない施設等への出入りを控えること 

⑦在宅勤務を引き続き推進するとともに、職場に出勤する場合でも、

ローテーション勤務、時差出勤、自転車通勤等、人との接触を低減す

る取り組みの推進すること 

⑧業種や施設の種別ごとの感染拡大予防ガイドラインに基づく感染

防止対策を徹底すること 

⑨施設・イベント等での「兵庫県新型コロナ追跡システム」の積極的

な登録および市民への QR コード読み込みの呼びかけを実施するほ



 

 

か、新型コロナウイルス接触確認アプリ「COCOA」の登録を呼びか

けること 

 

４．市立学校園 

児童生徒等や教職員の登校園前・出勤前の検温および健康観察な

ど、感染防止対策の取り組みを徹底しながら教育活動を行います。 

感染者が発生した学校園においては、濃厚接触者や健康観察対象

者に対して自宅待機や PCR 検査を実施することなどにより、更なる

感染拡大を防止します。 

 

５．保育所・学童保育施設等 

体調不良者について出勤・登園等させないなど、各施設における感

染拡大防止の取り組みを徹底したうえで運営を継続します。 

 

６．社会福祉施設等 

各施設に対して、感染防止対策の徹底を図るとともに、感染者が発

生した場合を想定した対応方針をあらかじめ確認しておくよう周知

します。 



 

 

また、万が一、施設内で感染者が発生した場合、更なる感染拡大を

招かないよう、保健所の指導に基づく感染封じ込めを確実に実施し

ます。 

７．市有施設等の対応 

神戸文化ホール、神戸国際会議場、神戸国際展示場、その他市有施

設については、感染拡大予防のための業種別ガイドライン等に則し

た感染防止策を徹底するなど、感染防止のために必要な措置を講じ

た上、収容人員の制限を 5 ,000 人以下、かつ収容人員の半分以下と

することを、当面 8 月 31 日まで継続します。 

なお、主催者に対して、全国的な移動を伴うイベント又はイベント

参加者が 1,000 人を超えるようなイベントについては、兵庫県に事

前に相談するように促します。 

 

８．イベント等 

市主催イベントや会議等については、感染拡大予防のための業種

別ガイドライン等に則した感染防止策を徹底するなど、感染防止の

ために必要な措置を講じた上、当面８月 31 日まで以下の対応を継続

します。 



 

 

・屋内、屋外ともに 5,000 人以下 

・上記人数要件に加え、屋内にあっては収容定員の半分程度以内の

参加人数にすること。屋外にあっては人と人との距離を十分に確

保するできること（できるだけ２ｍ）。 

なお、全国的な移動を伴うイベント又はイベント参加者が 1,000 人

を超えるようなイベントについては、兵庫県に事前に相談します。 

 

９．庁内勤務体制 

在宅勤務制度やフレックスタイム制等の活用を推進するほか、発

熱等症状がある場合は出勤を控えるなど、感染予防対策の徹底を図

ります。 

また、感染拡大期に適切に対応するため、庁内における必要な部門

への応援を随時強化します。 

 

10．備蓄物資の確保等 

感染再拡大や複合災害に適切に対応するため、必要な備蓄物資の

在庫数量・必要数量を把握の上確保するとともに、市民への備蓄品の

確保を呼びかけます。 



 

 

また、災害時の避難所運営においても、３密を避けた避難スペース

の確保をはじめ感染予防の徹底を図ります。 

 

 

市民・事業者のみなさまには、あらためて、感染拡大を予防する新

しい生活様式の徹底や業種毎の感染拡大予防ガイドラインに基づく

感染防止対策の徹底など、感染拡大防止に向け一層のご理解・ご協力

を、お願い申し上げます。 

 

令和２年 7 月 31 日 

  神戸市⾧  久元 喜造 

 




